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現代史プリント（E－１２） アジアの独立(２)

民族運動の高まりと第二次大戦
NHKスペシャル【映像の世紀６ 独立の旗のもとに】をもとに

V．民族運動の分裂と挫折
①1925年、中国での民族運動の指導者[1 ]は2 という
遺言を残し死亡した。

②この年上海では[3 ]の主導のもとにストライキが発生し、これは4
という運動へと発展していった。

こうした動きに対し[5 ]は自分たちの権力を脅かすと感じ、彼らの一斉検挙を命
令した。これをうけ、いわゆる[6 ]が発生、多くの共産党員が処刑された。

これ以後、共産党と蒋介石率いる[7 ]党の対立が激化、共産党は追いつめられていった

③1931年、ロンドンでインドをめぐる会議が開催され、[8 ]は大歓迎を受けた。

しかしイギリスは、彼を9 として扱い、彼は孤立し敗れた。

そしてイギリスは帰国後のかれの[10 ]を命じ、彼はいったん政治の舞台を去る。

④1930年代には[11 ]の進出がすすみ、多くの日本人が[12 ]に移住した。

この地では日本風の[13 ]が設けられ、日本風の祭りも行われた。

また[14 ]の工事には中国や朝鮮から多くの労働者が動員された。

VI．第二次大戦とアジア諸民族
①中国では国民党に追いつめられた[15 ]は西北部の[16 ]に拠点を設けた。

共産党は[17 ]を指導者に、独自の革命理論のもとに活動するようになっていた。

②1937年、第二次上海事変が発生したが、この２ヶ月後には蒋介石と共産党との間で[18
]が成立する。こうしたなかで毛沢東は[19 ]を著し長期戦に備えた。

③中国との戦争が長引く中で、日本は[20 ]へと突入する。

中国では共産党にたいし[21 ]も武器援助を開始した。こうして毛はその基盤を強める。

③太平洋戦争がはじまると日本は[22 ]へと進出していく。

④[23 ]では独立運動の指導者[24 ]が日本への協力していた。
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彼は日本軍の力を借りて[25 ]としていた。

⑤日本は兵士の不足を補うために[26 ]出身の若者を徴兵し激戦地のおくった。

⑥ヴェトナムでは[27 ]が[28 ](ヴェトミン)を結成、独立の
機会をめざした。
彼は30年ぶりにこの地に戻り[29 ]を若い兵士たちに教えはじめた。

彼はそれまでの支配国[30 ]がヴェトナムを[31 ]に引き渡したと考え、
我慢できないと思っていた。

VII．大戦直後のアジア
①[32 ]年８月 第二次大戦は終結した。敗れた日本に変わってアジアに[33

]連合軍が進駐しはじめた。

②[34 ]では、戦争終結直後ホーチミンが[35 ]したが、これにたいし[36
]がやってきた。

③[37 ]では、ガンジーの運動に変わってより過激な独立運動がすすむようになってきた。そ
の指導者は[38 ]であった。

[39 ]教徒のジンナーはこの運動を[40 ]教徒がインドを乗っ取
ろうとしていると考え、[41 ]教徒独自の国家の独立をめざすようになってきた。

④中国では、大戦後の覇権をめぐって[42 ]党と[43 ]党の対立がすすんだ。

連合軍側は[44 ]を中国の代表と見る動きが強く、[45 ]は強くこれ
に反発した。

1946年ついに[46 ]党軍と[47 ]の軍隊の間で戦争が勃発、中国では
大戦後も戦火がつづいた


